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１．件名  IFMIF/EVEDA 原型加速器 SRF 同軸導波管用 CPI アンカーの製作 

 

２．目的 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（以下「QST」という。）六ヶ所フュージョンエネル

ギー研究所では、幅広いアプローチ（BA）活動の一環として、IFMIF/EVEDA 原型加速器の開発が日

欧共同事業として進められている。本件は、通常の導波管と超伝導高周波（SRF）ライナックで使用

する超伝導加速空洞に加速用高周波を供給するために使用されている特殊な形状の同軸導波管(T-

BOX)を接続するためのアンカーを製作するものである。 

 

３．仕様 

本製作は 3.1 規格に示す、EIA 規格に準拠する Microwave Techniques 社の CPI アンカー形状に

対して、3.2 変更部分を適用するものである。 

製作用部品の形状は、製作前に製作図面を提出すること。加工精度その他処理については、標準

カタログ品と同等の品質を維持し、納入時に各加工精度の工場検査証明書と、サポートディスク素

材の代表的な誘電率と透磁率を記載した報告書を提出すること。 

 

3.1 標準規格 

 
図 1：CPI アンカーの標準形状 

 

規格名称：6 1/8 インチ CPI コネクター EIA 規格 (標準品製品番号：77660-701) 

LIPAc SRF カプラー用 T-BOX に適合し、インピーダンス整合が取れていること。 

 

 

 

 



3.2 変更部分 

 

 
図 2：本製作で要求する変更箇所を含んだアンカー形状 

 

変更箇所： 

片側の同軸内導体部分について、RF フィンガーまで（中央から 30.45 mm 部分まで）を 5 mm を短縮 

上記変更に伴い、全長も 5 mm 短縮 
記載の各寸法値は中央値とし、精度は下記公差に収めること。 
 

寸法公差：±0.005" （Microwave Techniques 社製アンカーの一般公差） 
その他箇所については、標準規格を維持すること 
寸法測定方法： 
機器中央のディスクの左右の面を基準として、その反対側に対して両側の長さを測定する 
ディスク厚みを測定し、その 1/2 の値を測定値に減算する 

 

3.3 製作数量 

上記 3.2 の図 2 に示す CPI アンカー：10 個 

 

４．納期 

令和 9 年 2 月 26 日 

 

５．納入場所 

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字表舘 2-166 

QST 六ヶ所フュージョンエネルギー研究所 IFMIF/EVEDA 開発試験棟 



 

６．提出図書 

 製作図面（製作前） 1 部 

 完成図面（納入時） 1 部 

 工場検査証明書 1 部 

 報告書 1 部 

 寸法検査書 1 式 

  

 

７．検査条件 

３．に示す物品を５．に示す納入場所に納入後、外観検査、員数検査の合格及び提出図書の合格

をもって検査合格とする。 

 

８．グリーン購入法の推進 

本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）

に適用する環境物品（事務用品、OA機器等）の採用が可能な場合は、これを採用するものと

する。 

 

９. 協議 

本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載のない事項について疑義が生じた場

合は、QST担当者と協議の上、その決定に従うものとする｡ 

    以上 

    

（要求者） 

部課（室）名：六ヶ所フュージョンエネルギー研究所 核融合炉材料研究開発部 

IFMIF 加速器施設開発グループ 

使用者氏名 ： 廣澤 航輝 
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